




























要約:富山スタディ対象者について、3歳時点と小学 1年入学時点での健康調査票を元に、

肥満度に影響する食生活パターンの要因を解析した。対象者は 6452 名(男児 3293 名、女

児 3159 名)である。小学 1年時の食生活のクラスター分析の結果、男児では 6クラスター、

女児では 8クラスターに分類された。男児では食生活に目立った特徴がないクラスターに

肥満度が BMI(Body Mass Index,Kg/m2)18 以上の者が多く、卵、牛乳、乳製品、脂身、魚

介類、大豆、果物、緑黄色野菜、いも類を摂取する頻度の高いクラスターに BMI が 14 未

満の者が多い結果となった。女児では脂身を食べる頻度が高いクラスターに BMI が 18 以

上の者が多く、乳製品、果物を食べる頻度が高く、脂身を食べる頻度が低いクラスターに

BMI が 14 未満の者が多い結果となった。男児で 3 歳時点の朝食の取り方と小学 1 年生時

点の肥満度の関係を見たところ、朝食を毎日食べる者が多いクラスターでは、小学 1年生

時点の BMIが 18 以上の者が最も多かった。


